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麦類

麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクトの成果

➢ 支援対象者における団地化率の向上（平均値※ ）➢ 支援対象者における麦・大豆の作付面積

○ 水田麦・大豆産地生産性向上事業の令和３年度の採択件数は166件。総交付額20.5億円。
○ 本事業の成果として、麦・大豆の作付面積、団地化面積がそれぞれ約1,000ha増加。
○ 事業の目的である生産性向上に大きく寄与する団地化率も各地域で向上し、全体では10％増加。

単収についても、全体で麦類、大豆ともに20％以上増加。

21,734 

22,739 

23,790 

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

現状

（R2）

実績

（R3）

目標

（R5or6）

13,162 

14,182 

15,292 

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

現状

（R2）

実績

（R3）

目標

（R5or6）

➢ 支援対象者における麦・大豆の団地化面積
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※成果目標として「団地化率の向上」を選択した事業実施主体の実績

➢ 支援対象者における単収の増加（平均値※1※2）

（ha）

（ha）

※２ 大豆については豪雨により甚大な被害を受けたは福岡県を除いて集計

（Kg/10a） （Kg/10a）

1,005ha
増加

1,020ha
増加

27％
増加

20％
増加

10％
増加

（令和３当初・２補正 水田麦・大豆産地生産性向上事業）

※１ 成果目標として「単収の向上」を選択した事業実施主体の実績 56
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